
（別紙６）

公表日

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取り入れやすいものです

か。

15 1 0

・丁寧に観察し、前回からの育ち具合から助言して

もらえたので、個に合ったえんじょにつなげられ

た。

・すぐに取り入れられないものもある(子供の実態

や学級の現状から)。助言や説明は分かりやすい。

・すぐに実践できる手立てをたくさん教えていただ

いています。

・教えていただいたことは必ず取り入れ、成果とし

て現れています。

・対象児の姿や担任の話から具体的にこうするとよ

い、というアドバイスがもらえた。

・継続的に子どもをみて下さっているので、子ども

の成長に合った適切なアドバイスが頂けていると感

じています。

・保護者の意見を含めてご意見くださるので優先し

て取り組む課題がみえやすいです。

・参観して頂いた授業での子供の様子を丁寧に教え

てくださり助かっています。

・一斉指導の中で個別支援をする難しさを理解した

上で助言を下さりありがたい。

・その子の様子、姿などからとても具体的に教えて

いただいている。取り組みや市「やれそう」と思え

るものが多い。

・タイムスケジュールの大きさや椅子の高さの調節

等指導していただきすぐに取り入れた。

継続して、訪問先施設の状況に合わせ取り入れや

すい具体的支援を提案していく。

2 訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足していますか。

16 0 0

・今の姿だけでなく、今後の姿(望ましい姿)を提示

してもらえたので、なぜその支援が必要なのかが理

解できた。

・参観後の助言や補装具の提案が分かりやすい。

・質問したことにきちんと答えてもらえた。

・特定の子だけでなく、授業の方法について様々な

専門性を活かした助言等をしていく。

3 訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれていますか。

16 0 0

・なぜ支援できないのか、の現状を理解した上で今

出来る助言をもらえた。

・日頃から感じていることを率直に話しても需要的

に聞いて、応答して頂けるのはありがたい。

・その子にあった支援方法をその場で実際にやって

頂きわかりやすかった。

・訪問の場で解決しなかったことも後日お電話して

くださるなど、丁寧に対応して頂いています。

・丁寧に答えて下さっています。

継続して、丁寧な対応を心がけていく。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消または軽減されました

か。

14 1 1

・支援の困りごとの助けにはなったが、健常児との

合同生活の困り事は解消されなかった。

・家庭の移行や本人の重複している状態もあり、な

かなか軽減までには至っていない。

・毎回課題とともに援助が明確になり職員の援助も

見直し、共通できています。

・保護者、支援員さん、園と情報共有ができ課題に

向けて同じ方向で指導することが出来る。

・常にｎ綾むことが多くありますが、はぐくむと協

力していく事でその子にとっての学力意識が大幅に

上がっていると感じます。

・学校での様子を家庭に伝えていただくことで連携

のとりやすさがあり、子どもも安心できたと思いま

す。

専門的な視点から具体的に指導いただいているので

役に立っている。

5 事業所からの支援に満足していますか。

15 1 0

自分達の支援が間違っていないことが分かり、心が

落ち着いた。

・初めに訪問の計画を立て、見通しを持って支援し

ていきたい。

・共有できる時間は少ないですが、短い休み時間内

で色々な話が出来ていると思います。

・訪問支援のおかげで学校、家庭ご馴染方向を向い

て、子どものサポートが出来たと思います。

・引き続き訪問支援でご意見、指導いただけるとあ

りがたい。

・保育所等訪問支援の存在を知らない保護者が多い(知っている人がいない)。支援で困っている親、先生はたくさんいるの

でもっと広報してほしい。

・様々な支援が必要な児童で、特に身体支援については日々動かしにくくなっている様子を見ていると対応の難しさを感じ

た。そのため、学校訪問の期間があいてしまうと児童の様子も大きく変わってしまうため短いスパンで訪問してもらえると

より有効な支援が出来たのではないかと思う。

・園、クラス担任の気持ちに寄り添っていただき、具体的な支援、助言も頂けています。

・とくにはありませんが適切な助言をいただき、大変役に立っております。

・継続的に訪問して頂いておりまして、お子さまの変化に対応する手立てを教えていただいています。

・忙しい中園の都合や時期にも配慮してくださりありがたいです。

・専門的な視点からのお話が聞けて参考になりました。

・本校今年度支援級の経験を持つ教員が1人(1年)しかいない状況で2クラス→3クラスに増級し、専門的な目線での見方や

支援の仕方を助言いただける事、そのサポートが継続的にあることに、本当に助けていただきました。

・多くの子ども達がお世話になります。私たちの視点からは気づかないことを教えていただいたり、保護者に提案してくだ

さったりするので、大変力を頂いております。

・園から保護者に伝えにくい事を訪問支援員さんが言ってくださることがあり助かりました。

・アドバイスを参考に、子どもとの接し方を変えることが出来ています。

・専門的な助言をいただき勉強になりました。

・保護者の希望もあり、月に2度の訪問をして頂いたが、本児の様子もあまり変わらないのに日程調整等学校側の負担が大

きいと感じました。定期的な訪問はありがたいですが、感覚を空けていただけると本児にとって良いと感じます。

・学校だけでは見えないところ、家庭との連携、個別学習など、様々な面でサポートをしていただきありがたい。子どもも

4月に比べるととても成長しているし、自分自身も初めての事だらけで不安出来たが、多くの事を学んでいる。

・訪問員の助言で職員の意識も上がっているように思います。園に毎日登園していなくても互いに連携がとれるのでありが

たい。

・保護者とを含めての振り返りの時間を設けていただいたことで保育士として伝えにくい事も専門的な視点から話をして頂

くことができた。(園と家庭の意識の共有など)

・言葉の発達検査を実施していただき、どのぐらい理解できているか確かめることが出来た。

① 情報発信と広報の強化

「保育所等訪問支援」の存在を知らない保護者が多いという意見を受けて、事業の目的・内容をより分かりやすく伝え

るリーフレットの作成や、SNS・園便り等を通じた広報活動を強化する。

初回訪問時や年度始めに、園・学校職員への制度説明や支援の流れの共有の場を設けることで、理解促進を図る。

② 訪問頻度とスケジュールの柔軟な調整

「訪問間隔が空くと支援効果に影響がある」との声と、「頻繁すぎると学校側の負担が大きい」との声、双方の意見を

尊重しながら、支援内容や児童の状況に応じた柔軟な訪問スケジュールを検討する。

定期的なモニタリングと連携の場を活用し、訪問頻度の最適化を図る。

③ 支援の質と継続性の担保

「専門的な助言」「視点の違いによる気づき」が評価されていることから、支援者間でのケース共有や指導体制を整

え、支援の一貫性と質の向上を維持する。

④ 保護者・施設との協働と役割分担の明確化

「園では伝えにくいことを訪問支援員が伝えてくれて助かる」という意見を踏まえ、支援者が中立的な立場で家庭と施

設をつなぐ橋渡し役として機能するよう配慮する。

面談や振り返りの時間を定期的に設けることで、園・家庭・支援者の三者が同じ方向を向いて支援できるよう工夫す

る。

⑤ アセスメントや評価の充実

「言葉の発達検査をしてもらえてよかった」などの声をもとに、必要に応じた発達検査・観察・フィードバック体制を

整備し、支援内容に客観性と根拠を持たせる。

児童発達支援事業所はぐくむ函南柏谷教室

　　　R7　年　　5　月　　1　日

　　　　回収数　16

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

事業所名

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表


